
 

 

 

 

 

服装の決まりやルールの見直しから 

 
本校では 2学期に、服装の決まりやルールについて生徒に意見を聞き、見直しを行ってきました。

厳冬期には上下ウインドブレーカーで登校をしてもよいことや、タイツ・スパッツを着用してもよ

いことを決定し、各家庭や生徒に連絡をしました。 
臨時の生活委員会や中央委員会を開いて話し合ったり、全生徒から意見を集約しているときに、

感じたことがありましたので、改めて皆さんにお知らせします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冬の服装で、女子はスカートなので寒いのではということから始まった話し合いだったのですが、

寒さ対策と男女平等の考え方を取り入れるとともに、最近よく言われている LGBT の観点からも、

女子にも制服のズボンがあった方が良いのかということを話し合う必要があると感じました。 

 
 
 
自分たちだけのことでなく、５年後 10 年後の中郡中学校をさらに良い学校にしていくために、

どのようにしていったらよいか真剣に考え、学級で話し合い、意見を聞かせてください。 

 
 
 
  年  組  番   氏名 

 
 
 
 
 
１月２０日(金)までに生活委員に提出してください。生活委員は２３日(月)朝までに中村先生まで 

生徒指導だより 

令和５年１月１９日発行 

第１０号 生徒指導だより 

上下ウインドブレーカーの登校の方が良いと考える生徒が多い。 
・その理由は、タイツ・スパッツを着用する場合、着脱が面倒になるということが多かった。 

   
 

上下ウインドブレーカーでの登校でも良いのだが、制服での登校も大切であるという考えか

ら、着替える場所もないので、タイツ・スパッツを 1 日中着用したままで良いということに

した。（体育の授業の時もよい。） 

                       
しかし、そもそもスカートをあまりはきたくない女子が多くいるということが分かった。 
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